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語学留学報告書（No.6） 
2005/3/4 

金沢工業大学大学院 機械工学専攻 中西伸行 

 

2005 年 2 月 25 日にて Pacific Gateway International College（以下、PGIC）を終了し、約 11 ヶ月

の語学留学を終えることと成りました。 

この度の語学留学報告書については、以下の内容について記載します。 

＜記載内容＞ 
1． 語学学校 
2． TOEIC スコア 
3． 課外活動 
4． 謝辞 

 
1. 語学学校 

私は PGIC にて 12 セッション（1 セッション 4 週間）を受講し、

英語能力の向上に取り組みました。しかし英語力の向上は容易な

ものではなく、事前の目標とする TOEIC の点数を上回ることがで

きませんでした。ですが本学の課外活動であるカナデイアンコン

バセーションクラブへの積極的な参加等により、日本語と同じく

らいのスピードで英語による日常会話が出来るようになりました。 

また本学は 4 週間ごとにレベルに応じたクラス変更が行われる

ため、100 人近い国籍の異なる生徒との出会いがありました。その中で、文化の違いや海外から

の日本について学ぶことがありました。これらの経験は、私にとって新しい視野を広げると共に

大切な思い出となりました。 

 

2. TOEIC スコア 
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図 2 TOEIC スコア 

 図 2 に、10、11、12 セッションの TOEIC テストの結果を追加したグラフを示します。グラフか

らも分かりますように今回の語学留学では、750 点という目標に達成することができませんでし
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た。しかしこの目標値というのは、海外で仕事をしたいと考える私にとって必要な点数であり、

今後も自学による英語力の向上に取り組みたいと考えています。 

 

3. 課外活動 

3.1 Honda 工場の見学 

 私は語学留学での目標でも上げていましたように、車会社の工場見学

をカナダで行いたいと考えていました。そこで知人やインタネットから

情報を収集し、アリストンにある Honda 工場の見学を行いました。添付

資料に示します ”05_1_14HistoryNo.2”は、Honda 工場とのコンタクトに

使用しました資料になります。なお Honda 工場では、シビックのアセン

ブリラインを見学することができ、またアリストンの Honda 工場の歴史

やカナダでの Honda 社員の取り組みを直接拝見できるなど、私にとって有意義な時間を過ごすこ

とができました。 

Honda 工場ホームページ：http://www.honda.ca/HondaCorpEng/AboutHonda/Operations.htm  

3.2 AUTO SHOW（2 月下旬に開催される国際的な車の展示会） 

 トロントで行われた AUTO SHOW は、約 1000 台の車の展示な

どデトロイト、東京モーターショウに次ぐイベントになります。

私はこのようなイベントに初めて参加したということもあり、車

会社の種類の多さ、また車の種類や機能の多さに驚きを隠せませ

んでした。 

Auto Show ホームページ：http://www.autoshow.ca/2005/default.asp 

3.3 The Power Of One Solar Car Project 

私は金沢工業大学のソーラーカープロジェトに参加していたこ

ともあり、海外のソーラーカーチームの見学を行いたいと考えて

いました。そこでいくつかのソーラーカーチームとのコンタクト

を取り、”The Power Of One Solar Car Project” の見学を行いました。 

こちらのチームは、個人のチームでソーラーカーを製作しており、

今年の 5 月にカナダの横断走行を計画しております。また添付資

料に示します ” 05_1_29KIT G.E_No.2” の資料を用いての意見交換を通して、国内の枠を超えた繋

がりを持つことができました。 

The Power Of One Solar Car Project ホームページ：http://www.xof1.com/home.html 

 

4. 謝辞 

私はこの語学留学を通して多くの人と知り合い、また多くの人に支えられ語学留学を終えるこ

とができました。これらの経験は、一言では語りつくせないほどの貴重な体験であり、今後の新

たな人生の道を切り開いていくものであると考えます。 
大学の先生方、語学学校の先生方、代理店の方々、また友人にこの場を借りてお礼を申し上げ

ます。『ありがとうございました。/ Thank you very much for everything!!』 
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